
JP 2013-48959 A5 2013.10.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成25年10月24日(2013.10.24)

【公開番号】特開2013-48959(P2013-48959A)
【公開日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-013
【出願番号】特願2012-270676(P2012-270676)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月10日(2013.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行い、遊技の結果が特定結果となったら特定遊技状態に制御する遊技機で
あって、
　所定の初期設定を実行した後、不揮発性メモリの記憶内容に基づき遊技機における遊技
制御を実行する制御用ＣＰＵが内蔵された遊技制御用マイクロコンピュータと、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされ、乱数値となる数値データ
を生成する乱数回路とを備え、
　前記乱数回路は、
　数値データを予め定められた手順により更新して出力する数値更新手段と、
　前記数値更新手段から出力された数値データを乱数値として取り込んで格納する乱数値
格納手段とを含み、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　前記乱数回路によって生成された乱数値に基づいて、前記制御用ＣＰＵにより所定の決
定を行う制御決定手段と、
　所定信号の入力に基づいて前記数値更新手段から出力された数値データが前記乱数値格
納手段に格納されたときにオン状態にされて新たな数値データの格納を制限する一方、前
記乱数値格納手段に格納された数値データが乱数値の読出タイミングにて前記制御用ＣＰ
Ｕにより読み出されたときにオフ状態にされて新たな数値データの格納を許可する所定の
フラグと、
　前記所定の初期設定において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査
するセキュリティチェックを実行するセキュリティチェック手段と、
　前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェックの実行時間を可変設定可能
なセキュリティ時間設定手段とを含み、
　前記乱数回路へ入力される前記数値更新手段による数値データの更新周期を規定するた
めの乱数用クロック信号の発振周波数と、前記制御用ＣＰＵに入力される該制御用ＣＰＵ
の動作周期を規定するための制御用クロック信号の発振周波数とは、互いに異なる周波数
となっており、
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　前記制御用ＣＰＵは、前記乱数回路により生成される数値データとは別個に、乱数値と
なる数値データを生成し、
　前記制御決定手段は、前記所定の決定として、前記乱数回路によって生成された乱数値
に基づいて、遊技の結果を特定結果とするか否かを決定するとともに、前記特定結果とす
る旨が決定されたときに、前記制御用ＣＰＵによって生成された乱数値に基づいて、制御
される前記特定遊技状態の種類を決定する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、所定の遊技を行い、遊技の結
果が特定結果（例えば大当り図柄など）となったら特定遊技状態（例えば大当り遊技状態
など）に制御する遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、所定の初期設定を実
行した後、不揮発性メモリ（例えばＲＯＭ５０６など）の記憶内容に基づき遊技機におけ
る遊技制御を実行する制御用ＣＰＵ（例えばＣＰＵ５０５など）が内蔵された遊技制御用
マイクロコンピュータ（例えば遊技制御用マイクロコンピュータ１００など）と、前記遊
技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされ、乱数値となる数値データを生成す
る乱数回路（例えば乱数回路５０９など）とを備え、前記乱数回路は、数値データを予め
定められた手順により更新して出力する数値更新手段（例えば乱数生成回路５５３や乱数
列変更回路５５５など）と、前記数値更新手段から出力された数値データを乱数値として
取り込んで格納する乱数値格納手段（例えば乱数値レジスタ５５９Ａ（Ｒ１Ｄ）や乱数値
レジスタ５５９Ｂ（Ｒ２Ｄ）など）とを含み、前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
前記乱数回路によって生成された乱数値に基づいて、前記制御用ＣＰＵにより所定の決定
を行う制御決定手段と、所定信号（例えば第１始動入賞信号ＳＳ１や第２始動入賞信号Ｓ
Ｓ２に基づく乱数ラッチ信号ＬＬ１、ＬＬ２など）の入力に基づいて前記数値更新手段か
ら出力された数値データが前記乱数値格納手段に格納されたときにオン状態にされて新た
な数値データの格納を制限する一方、前記乱数値格納手段に格納された数値データが乱数
値の読出タイミングにて前記制御用ＣＰＵにより読み出されたときにオフ状態にされて新
たな数値データの格納を許可する所定のフラグ（例えば乱数ラッチフラグＲＤＦＭ１、Ｒ
ＤＦＭ２など）と、前記所定の初期設定において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更さ
れたか否かを検査するセキュリティチェックを実行するセキュリティチェック手段（例え
ばＣＰＵ５０５がステップＳ９～ステップＳ１４の処理を実行する部分など）と、前記セ
キュリティチェック手段によるセキュリティチェックの実行時間を可変設定可能なセキュ
リティ時間設定手段（例えばセキュリティ時間設定ＫＳＥＳのビット番号［２－０］に基
づきＣＰＵ５０５がステップＳ１～ステップＳ４の処理を実行する部分や、セキュリティ
時間設定ＫＳＥＳのビット番号［４－３］に基づきＣＰＵ５０５がステップＳ５～ステッ
プＳ８の処理を実行する部分など）とを含み、前記乱数回路へ入力される前記数値更新手
段による数値データの更新周期を規定するための乱数用クロック信号の発振周波数と、前
記制御用ＣＰＵに入力される該制御用ＣＰＵの動作周期を規定するための制御用クロック
信号の発振周波数とは、互いに異なる周波数となっており、前記制御用ＣＰＵは、前記乱
数回路により生成される数値データとは別個に、乱数値となる数値データを生成し、前記
制御決定手段は、前記所定の決定として、前記乱数回路によって生成された乱数値に基づ
いて、遊技の結果を特定結果とするか否かを決定するとともに、前記特定結果とする旨が
決定されたときに、前記制御用ＣＰＵによって生成された乱数値に基づいて、制御される
前記特定遊技状態の種類を決定する。
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